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『生物資源経済学研究』規程  

1．編集要領  

（1）執筆者   

生物資源経済学専攻教官とする。なお編集委員会で特に認めたものも執筆できる。  

（2）発行回数と別刷り   

当面年1回の発行とする。別刷りは各原稿当たり20部まで無料で著者に贈呈，それ以上は著者の実費  

負担とする。  

（3ト原稿の採否の決定   

原稿の採否の決定は編集委員会が行う。  

（4）著者校正   

著者校正は原則として2回行う。誤植以外の加筆・修正はできないこととする。  

2．執筆要領  

（1）原稿の種類は論文と研究ノートの2種とし，著者は原稿にそれがどの種類に属するかを明記する。  

（2）原稿の長さは図表を含め，和文の場合は横書き400字詰めA4原稿用紙で，50枚以内とする。英文   

の場合図表を含め，A4用掛こダブル・スペース（28行，1行10－15単語）で，30枚以内とする。和   

文の場合英文サマリー（300単語以内）と英文題名恕，英文の場合和文サマリー（800字以内）と和文   
悪名を投稿と同時に提出する。原稿はコピーを2部作成し合計3部，編集委員長ないし副委員長に完  

成原稿で提出する。  

（3）ワープロで執筆の場合は，A4版用掛こ40×40字で横書き印刷した原稿とテキスト・ 
でセーブした3．5インチ・フロッピー（著者名，論文テーマ，ファイ／レ名，使用アプリケーション・  

ソフト名，使用パソコン・ワープロ磯名を表記したもの）1枚を捏出する。  

（4）特殊な専門用語・学術用語の他は原則として新かなづかい・常用漢字を使用する。  

（5）節項表示は  

第1節，（1），1），aのようにする。  

（6）単位は％，短，ぬなどの略号を用い，数字は5億6，728万などと表す。  

（7）図表   

1）加工：分かりやすいように加工し，刷り上がりを考慮して縮約に努める。   
2）用紙：図は上質白紙を使用し，トレースするかレーザー・プリンターで印刷したものを提出する。   

3）図表題：各論文ごとに各図表の上に，第1表，第2表，……，第1図，第2図，……のように番  

号を順番に付け，図表題を簡潔に付ける。各図表の下に出典ないし参考文献と，必要なら注を付け  

る。   

4）位置表示：編集作業をスムースにするため原稿の右マージンに図表の入る位置を示す。  

（8）注   

1）和文原稿の場合，本文内の関係箇所に（注1），（注2），……と表記する。なお，原稿の右マー  

ジンに注の位置を示す。全部の注を各論文の末尾にまとめて記述する。   

2）英文原稿の場合，本文内の関係箇所に片括弧で1），2），……と肩書きする。なお，原稿の右マー  

ジンに注の位置を示す。全部の注を各原稿の末尾にまとめて記述する。  

（9）引用文献  

引用文献を別記する場合は和文と欧文別にまとめ，和文は著者姓のアイウエオ臓，欧文は著者姓の  
アルファベット順に下記例に従って，（）内に文献番号を順に付けて，注の後に表記する。また，  

本文中の引用方法は次の例のようにする。 例：著者姓（文献番号）  

引用文献  

（1）並木正吉「農業保護の理由」F農業と経済』第51巻第11号，25－35貢，1985年10月。  

（2）堀田忠夫「米の消費・流通と寡占競争市場」（亀谷編著rアメリカ米産業の素顔』富民協会，1粥8  

年刊所収）。  
（3）増井幸夫『農村労働市場の計量分析』，大明堂，1995年2月。  

（4）南 亮進著F日本の経済発展』，東洋経済新報社，1981年12月。  
（5）BankofThailand，伽arieゆBulhiin，Vol．27No．1，March1984・  
（6）Farre11，J．，J．C．IngramandJ．M，Keynes，“InformationandtheCoaseThorem，”Etonomic  
fセr砂βC如g，Vol．1，No．2，25－35pp・，Fall1987・  
（7）Geertz，Clifford，AguculturalLfWOhdion，Berkeley：UniversityofCalifomiaPress，1966・  
（8）U．S．D．A．，E．R．S．，Rice，SituationandOutlookRゆOn，RS－53，September1989・  

付記  

（1）本規定の改定は専攻会議の承認を得なければならない。  

（2）本規定は1995年9月14日より実施する。  
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『生物資源経済研究』第3号の編集を終えて   

第3号を発刊する。編集委員諸氏の精力的な努力にも関わらず，昨年のスケジュールを大幅  

に遅れることになった。教官諸兄の合意を委員会が守れなかったこと，また合意にもとづき原  

稿をご提出いただいた諸氏に対してお詫びしたい。   

結果的には，前2号に比べて論文本数は少ない。しかし，いずれも力作ぞろいであり，読者  

諸氏からのコメントを期待したい。   

編集を終える12月，京都では地球温暖化を防止する国際会議が開催された。温暖化をまねく  

二酸化炭素などの大気中の濃度を安定化させるには，先進国全体で削減目標を5％におくこと  

で合意された。これまでの大量生産，大量消費，大量廃棄という20世紀近代文明が問い直され  

ている。われわれは新しい研究編成において，再生可能な生物生産という産業に焦点をあてつ  

つ，資源の管理のあり方を問い，環境負荷の少ない循環社会を考えようとした。われわれへの  

期待は大きい。   
次号ではさらに多くの論文の投稿を期待しておこう。  
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刊行物資料の送付について   

このたび下記の「生物資源経済研究」を専攻紀要として刊行いたしました。  

御高覧いただきたく御送付申し上げます。   

お手数ながら下添の受領書を御送付下さるようお願い申し上げます。   

なお，今後新資料御刊行の節は御恵贈賜りたくお願い申し上げます。  
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生物資源経済研究 第3号  1部   

上記刊行物受領いたしました。  
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